
資
料
４

第
1

章
　

南
三

陸
町

の
ま

ち
づ

く
り

が
目

指
す

こ
と

第
１

章
　

基
本

理
念

「
自
然
・
ひ
と
・
な
り
わ
い
が
紡
ぐ
安
ら
ぎ
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」
へ
の
創
造
的
復
興

１
．

ま
ち

づ
く

り
の

基
本

理
念

「
自
然
と
の
共
生
」
　
「
自
治
意
識
の
高
揚
」
　
「
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
」

創
造
的
復
興
…
単
に
震
災
前
の
状
態
に
回
復
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
成
熟
社
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
巻
く
諸
課
題
に
も
対
応
さ
せ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
。

２
．

ま
ち

の
将

来
像

『
自
然
・
ひ
と
・
な
り
わ
い
が
紡
ぐ
安
ら
ぎ
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
・
南
三
陸
町
』

第
２

章
　

施
策

の
大

綱
１

　
復

興
目

標
３

．
ま

ち
づ

く
り

の
視

点
目
標
１
　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

「
連
携
」
　
「
循
環
」
　
「
自
治
」

目
標
２
　
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

目
標
３
　
な
り
わ
い
の
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

第
２

章
　

人
口

・
経

済
等

の
見

通
し

●
人

口
・

世
帯

数
２

　
復

興
の

推
進

方
策

・
本
町
の
誕
生
し
た
平
成
1
7
年
の
人
口
は
1
8
,6
4
5
人
。

方
策
１
　
町
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
協
働
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

・
本
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
2
8
年
に
は
、
約
1
7
,2
0
0
人
程
度
。

方
策
２
　
町
の
主
体
性
を
堅
持
し
国
・
県
と
連
携
し
て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

・
今
後
の
人
口
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

・
世
帯
数
は
平
成
2
8
年
に
5
,6
0
0
世
帯
程
度
。
一
世
帯
あ
た
り
の
人
員
は
3
.1
0
人
程
度
。

第
３

章
　

人
口

の
見

通
し

・
世
帯
数
そ
の
も
の
は
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

・
平
成
2
3
年
2
月
（
震
災
直
前
）
の
人
口
は
1
7
,6
6
6
人
。

・
平
成
3
3
年
の
人
口
は
1
3
,3
6
5
人
程
度
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
（
推
計
結
果
）
。

●
年

齢
別

構
成

・
目
標
値
と
し
て
、
平
成
3
3
年
の
人
口
は
1
4
,5
5
5
人
と
す
る
。

・
平
成
1
7
年
で
は
、
年
少
人
口
2
,6
1
5
人
（
約
1
4
%
）
、
生
産
年
齢
人
口
1
0
,8
3
3
人
（
約
5
8
%
）
、
老
年
人
口
5
,1
4
7
人
（
2
8
%
）
。

・
平
成
3
3
年
の
高
齢
化
率
は
、
3
5
.9
%
程
度
と
予
想
。

・
平
成
2
8
年
に
は
、
年
少
人
口
1
,9
8
0
人
（
1
1
.6
%
）
、
老
年
人
口
6
,0
2
5
人
（
約
3
5
.0
%
）
と
予
想
さ
れ
る
。

第
４

章
　

土
地

利
用

の
あ

り
方

●
就

業
者

数
●

土
地

利
用

の
あ

り
方

・
第
一
次
産
業
は
減
少
傾
向
、
第
二
次
産
業
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
第
三
次
産
業
は
増
加
傾
向
。

１
　
災
害
に
強
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
命
を
守
れ
る
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

・
平
成
1
7
年
の
就
業
者
数
は
1
0
,8
3
3
人
。
平
成
1
2
年
に
比
べ
て
約
8
4
0
人
（
約
8
.6
%
）
程
度
減
少
。

２
　
住
ま
い
や
な
り
わ
い
の
場
の
近
く
に
、
安
全
な
避
難
場
所
、
避
難
路
を
確
保
し
ま
す
。

・
平
成
2
8
年
に
は
、
第
一
次
産
業
1
,7
1
1
人
（
約
2
1
%
）
、
第
二
次
産
業
2
,3
2
2
人
（
約
2
8
%
）
、

３
　
自
然
や
地
域
の
絆
に
配
慮
し
な
が
ら
、
高
台
等
に
安
全
な
居
住
地
を
確
保
し
ま
す
。

第
三
次
産
業
4
,0
2
0
人
（
約
5
0
%
）
と
予
想
。

４
　
豊
か
な
山
・
川
・
海
の
資
源
を
活
か
し
た
産
業
再
生
に
向
け
た
基
盤
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

５
　
新
し
い
土
地
利
用
に
ふ
さ
わ
し
く
、
維
持
管
理
し
や
す
い
基
盤
設
備
を
整
理
し
ま
す
。

●
町

内
総

生
産

額
６
　
各
地
域
の
実
態
や
移
行
を
踏
ま
え
、
き
め
細
や
か
な
土
地
利
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
平
成
1
5
年
の
町
内
総
生
産
学
は
約
3
5
8
億
円
で
あ
り
、
そ
の
約
6
5
%
を
第
三
次
産
業
が
占
め
て
い
る
。

・
平
成
2
8
年
で
は
、
町
内
総
生
産
額
を
3
4
0
億
円
程
度
と
想
定
。
内
訳
は
、
第
一
次
産
業
が
約
4
0
億
円
、

●
今

後
の

土
地

利
用

の
あ

り
方

第
二
次
産
業
が
約
6
4
億
円
、
第
三
次
産
業
が
約
2
4
0
億
円
と
な
る
。

１
　
防
災
・
減
災
の
考
え
方

２
　
避
難
路
・
避
難
場
所
の
確
保

第
３

章
　

土
地

利
用

の
あ

り
方

３
　
安
全
な
居
住
地
の
確
保

●
土

地
利

用
の

方
向

性
＜
高
台
で
の
宅
地
造
成
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
＞

・
地
域
連
携
軸

・
自
然
や
景
観
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
場
所
を
選
び
ま
す
。

本
町
内
の
連
絡
・
交
流
を
は
じ
め
、
気
仙
沼
や
石
巻
・
登
米
圏
な
ど
と
の
広
域
的
な
交
流
・
連
携
の

・
被
害
が
小
さ
い
既
存
の
住
宅
地
や
商
工
団
地
と
の
位
置
関
係
を
考
慮
し
ま
す
。

形
成
・
強
化
を
図
る

・
高
台
団
地
へ
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
に
配
慮
し
ま
す
。

・
生
活
ゾ
ー
ン

・
高
台
の
住
ま
い
と
漁
港
等
の
な
り
わ
い
の
場
所
の
ア
ク
セ
ス
や
避
難
路
を
確
保
し
ま
す
。

現
在
の
居
住
。
生
活
エ
リ
ア
を
自
然
と
の
共
生
を
基
本
と
し
た
環
境
共
生
型
の
生
活
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け

・
国
道
4
5
号
や
国
道
3
9
8
号
な
ど
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
ま
す
。

・
自
然
共
生
ゾ
ー
ン
（
山
・
海
）

４
　
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
産
業
用
地
の
再
生

生
活
ゾ
ー
ン
を
取
り
巻
き
、
人
々
の
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い
る
豊
か
な
海
・
山
・
川
を
中
心
と
す
る
自
然
地
域
を

５
　
公
共
施
設
等
の
再
配
置

自
然
共
生
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
。

６
　
交
通
網
の
再
構
築

７
　
復
興
構
想
ゾ
ー
ニ
ン
グ

第
４

章
　

施
策

の
大

綱
・
志
津
川
市
街
地

・
歌
津
（
伊
里
前
）
市
街
地

Ⅰ
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
　
（
安
全
安
心
）

居
住
ゾ
ー
ン

居
住
ゾ
ー
ン

Ⅱ
　
集
い
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　
（
産
業
振
興
）

公
共
公
益
ゾ
ー
ン

公
共
公
益
ゾ
ー
ン

Ⅲ
　
み
ん
な
で
支
え
あ
う
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
　
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
）

産
業
ゾ
ー
ン

産
業
・
観
光
ゾ
ー
ン

Ⅳ
　
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
　
（
自
然
環
境
・
生
活
環
境
）

商
業
・
観
光
ゾ
ー
ン

商
業
ゾ
ー
ン

Ⅴ
　
知
性
と
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
　
（
教
育
・
生
涯
学
習
）

施
設
誘
致
ゾ
ー
ン

農
地
・
自
然
ゾ
ー
ン

Ⅵ
　
参
加
と
協
働
が
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
　
（
参
加
・
協
働
）

農
地
・
自
然
ゾ
ー
ン

道
路
・
鉄
道

Ⅶ
　
戦
略
的
な
地
域
経
営
の
展
開
　
（
行
財
政
運
営
）

道
路
・
鉄
道

■
　

南
三

陸
町

　
次

期
総

合
計

画
（

2
0

1
6

～
2

0
2

5
）

　
 基

本
構

想
立

案
の

た
め

の
「

現
行

計
画

の
比

較
表

」

[震
災

復
興

計
画

]
[現

総
合

計
画

]


